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業してから数年後の1979年に仕事で香港
に赴任した私は、香港の魔力に取りつか

れ、それ以来永住の地となりました。「都市の空
気は自由にする」の言葉どおり英国領であった
香港は、植民地レッセフェール（自由放任）の下、
人・物・金の流れは日本とは比較にならないほど
自由度と危険度を併せ持ち、アグレッシブな商
業的自由にあふれた、アジアで唯一と言っても
過言ではない歴史を持つ都市国家でした。この
歴史こそ香港の、今も変わらない吸引力の源泉
です。
　さらに、地政学的な位置も際立っていて、興隆
するアジア各国とのアクセスも良く、人流・物
流・金融の全てが自由に、大量に往来している街
です。それゆえに、素晴らしい食文化を育み、常
に更新される商流と人流を生み出し続けている
のです。
　香港稲門会は戦前からそれを見てきました。
「集り散じて 人は変れど」、われらが愛する香港
は、早稲田人にとって世界で類を見ない魅力の

ある街だと言えます。
大塚 猛（1977年教育）

香港の魅力

香港稲門会について

3年ぶりに対面で開催された2022年クリスマスパー
ティー。サンタも登場！

登録稲門会 検索

現在、約70の海外稲門会が世界各地で活動しています。
海外に滞在する際は、現地の稲門会を検索して参加してみましょう。

※一部、活動休止中の稲門会もありますことを、ご了承ください。
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港稲門会の特徴の一つに、会員の多様性
があります。校友の方々から、香港の各大

学へ留学中の現役学生の皆さんまで、世代はも
ちろん、国籍や職業を超えて異なるバックグラ
ウンドを持つメンバーが集う場となっていま
す。それは、さまざまな文化を持つ国の人たち
が互いを受け入れながら繁栄してきた、多様性
にあふれる国際都市香港を、まさに体現してい
るかのようです。
　国際都市であるがゆえに、元香港稲門会メン
バーの皆さんも世界中で活躍されています。
2020年、コロナ禍での初オンラインイベントと

会長メッセージ

会員からのメッセージ

なった年次総会では、日本、中国、米国、シンガ
ポール、ドイツなどからも元香港稲門会メン
バーが参加、大同窓会となりました。また、ゴル
フや合同パーティーを通じて、永遠のライバル
である慶應義塾大学関係者の皆さんとの交流も
活発です。
 「集り散じて 人は変れど」、にぎやかな香港稲門
会の場と香港がつなぐ縁は、今後もきっと変わ
らず、多くの校友の皆さんを魅了してやまない
ことでしょう。

鷲北健一郎（1987年政経）

の海外駐在として2021年11月に香港に
赴任してきました。コロナ禍の香港にお

いていろいろと不安が残る中、現地の生活面の
情報収集や日系コミュニティーとのネットワー
クを広げるため、香港稲門会に入会しました。
納涼＆懇親会、早慶合同パーティーに参加しま
したが、さまざまなバックグラウンド、キャリア
を持った方々と世代を超えて、異国の地で交流
できることは大変貴重で、とても楽しい時間を
過ごすことができました。香港稲門会に入会し
て本当に良かったと思っています。
                     カムチャイパイ クンラウィッチ  
                                    （2006年アジア研修）
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になる杯にちょっとビビった、早慶合同

パーティー。その数カ月後には、揚々とトナカ
イに扮

ふん

してプレゼントを配る自分がいました。
多種多様な人を受け入れる包容力、受け継がれ
る早稲田魂、そして各方面で活躍するパワフル
で温かい先輩方の存在は、香港稲門会だから感
じ得たものでしょう。私は数カ月後には香港を

離れます。稲門会のさらなる発展と、続く後輩
たちも唯一無二で貴重な経験が得られることを
願っています。
                                   江 迤悠（2014年政経）

16年に香港人の夫と結婚し、暮らし始
めてはや7年。香港稲門会には、早慶合

同パーティーに初めて参加したのがきっかけ
で、その後行われるイベントにも参加するよう
になりました。ラマ島でのハイキングではとて
も楽しい時間を過ごしましたが、翌日は慣れな
い運動をしたせいで、激しい筋肉痛に襲われま
した。現在ではそれも含めて、とても良い思い
出です。
                              秋草ゆり子（2009年文学）

は駐在員として香港に赴任し、真っ先に
香港稲門会に入会しました。というのも、

在学中から同郷出身者の「東北学生稲門会」、留
学先では「シアトル稲門会」に参加していたこと
から稲門会へのなじみが深く、ネットワーキン
グに有益な場としての認識があったからです。
特に右も左も分からず降り立った異国の地で
は、多くの先輩方のお話が聞ける稲門会の存在
は大きく、常々「早稲田っていい大学だなあ！」
と思います。
                           山形鴻夢（2017年国際教養）

ながりを維持することができています。
　ここ香港でもコロナ禍の規制は昨年よりだい
ぶ緩和され、3年ぶりに対面での総会と早慶合
同パーティー、クリスマスパーティーを開催で
きました。今後はゴルフイベントの再開が待た
れます。
　クリスマスパーティーは家族も気軽に参加で
きるイベントとして開催しており、子どもも楽
しめる企画や、景品がもらえるラッキードロー
などを行い、家族にも稲門会の魅力を伝えてい
ます。景品については、多種多様な業界に携わ
る多くの会員の皆さんからの寄付により成り
立っています。
　また、若手会や早慶女子会などの活動や、稲門
会で知り合ったメンバー間で親交を深めるな
ど、稲門会を起点とした交流の発展が多くあり
ます。

宮澤匡起（2004年政経）

港稲門会は、第2次世界大戦前に設立さ
れ、大変歴史があります。会員数は200人

を超えており、さらに香港稲門会在籍者による
東京香港稲門会もあるため、日本へ帰国後もつ
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（上）ビクトリア・ピークから望む朝日
（下）ペニンシュラホテルの旧正月デコレーション

約110人が参加
した早慶合同
パーティー
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